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り、それで失敗したり挫折したりもするが、私がいつも思うのが、「Don’ t take life too seriously」で
ある。
私は自国の高校を卒業せずにアメリカの大学へ行き、そしてアニメが好きという理由で日本へ来た。
そもそもレールに乗った人生を嫌っているためかもしれない。そして、最初に今の所属研究室に来たと
きに、いわゆるポジティブ・カルチャー・ショックというものを感じた。研究室の先生方も先輩方も、
よく耳にする縦型社会の人間関係がなく、レールに乗って「正しい」生き方にこだわる人もあまりいな
かった。研究室にいるみんなでアニメを見たり、ゲームをしたり、挙句の果てに研究発表をやり直され
たりとしたカオスともいえる環境は、私にとって非常に居心地がよかった。そしてその環境こそが、博
士課程に進学することを決めた理由だったといえる。博士課程に進学し研究者になりたいという大それ
た目標というより、ズッコケたとしても人生を楽しめる人間になりたいという気持ちの方が強かった。
立てた目標を必ず達成し、安定かつ着実に与えられた任務を遂行し学位を手に入れる。それが博士に
必要な覚悟と勇気であると考える人も居る。しかし私的には、自由に研究する過程を楽しみ、結果的に
うまくいかなくてもそのうちまた頑張ればよいと考えている。何かのレールに乗って完璧な人生を演出
するよりも、楽しく自由に研究する方に興味があったら、博士課程に進学してみるのもよいのではないか。
